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菅
原
道
真
は
『
菅
家
文
草
』
十
二
巻
を
昌
泰
三
（
九
〇
〇
）
年
に
醍
醐
天
皇

に
献
上
し
た
お
り
、『
文
草
』
全
体
を
た
ん
な
る
作
品
集
で
は
な
く
、
総
体
と

し
て
と
ら
え
う
る
よ
う
に
種
々
、
工
夫
を
こ
ら
し
た
よ
う
で
あ
る
。
作
品
の
制

作
年
次
や
文
体
、
ま
た
制
作
時
期
の
官
職
と
の
か
か
わ
り
な
ど
を
考
慮
し
て
編

成
さ
れ
て
お
り
、
自
注
な
ど
よ
っ
て
各
作
品
の
制
作
時
に
お
け
る
状
況
な
ど
が

具
体
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
さ
れ
て
い
る①
。
こ
と
に
立
場
上
、
制
作
を
命
じ

ら
れ
た
も
の
も
含
め
て
、
歌
詩
作
品
を
特
定
化
す
る
た
め
に
自
身
に
よ
っ
て
制

作
さ
れ
た
詩
序
は
、
各
歌
詩
作
品
制
作
の
時
空
を
具
体
的
に
示
し
、
そ
の
作
品

の
意
義
を
明
言
す
る
働
き
を
担
っ
て
い
る
。
ほ
ん
ら
い
詩
序
と
は
そ
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
日
本
古
代
の
詩
序
の
伝
統
に
お
い
て
は
、
詩
序

の
持
つ
そ
の
よ
う
な
機
能
に
対
し
て
は
無
関
心
で
、
対
句
構
成
の
な
か
で
の
抽

象
的
表
現
が
主
体
で
あ
っ
た
。

　

道
真
の
詩
序
は
、
そ
の
伝
統
の
な
か
で
き
わ
だ
っ
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

日
本
古
代
の
詩
序
に
お
お
き
く
影
響
を
与
え
た
初
唐
の
詩
序
に
見
ら
れ
る
表
現

の
具
体
性
を
取
り
込
ん
で
、
歌
詩
作
品
制
作
の
時
空
を
特
立
化
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
道
真
の
詩
序
の
特
性
を
、『
菅
家
文
草
』
総
体
を

視
野
に
入
れ
つ
つ
考
察
す
る
。
そ
の
さ
い
ま
ず
日
本
古
代
の
詩
序
の
特
色
を
、

初
唐
の
詩
序
の
表
現
と
比
較
す
る
こ
と
で
明
確
に
し
て
お
く
。

一
、
遊
宴
の
詩
序

　

上
代
の
詩
序
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
典
型
的
な
作
品
と
し
て
『
万
葉
集
』
巻

五
の
「
梅
花
歌
三
十
二
首
」（
八
一
五
〜
八
四
六
）
の
序
を
と
り
あ
げ
る
。
こ

の
序
に
つ
い
て
は
、
契
沖
以
来
、「
蘭
亭
叙
」
と
の
比
較
対
照
に
よ
る
考
察
が

行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
百
三
十
字
に
満
た
な
い
歌
序
と
、「
蘭
亭
記
」
と
い
う

詩
序
の
拓
く
も
の

谷　
　

口　
　

孝　
　

介
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別
称
が
示
す
よ
う
に
序
と
い
う
に
は
異
例
の
規
模
の
「
蘭
亭
叙
」
と
を
比
較
対

照
す
る
こ
と
自
体
、
両
作
品
の
体
裁
か
ら
見
た
だ
け
で
も
慎
重
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
だ
が
、
内
容
面
か
ら
見
て
も
、
小
島
憲
之
氏
が
「
こ
の
序
（
蘭
亭

序
）
は
前
半
に
於
て
は
、
永
和
九
年
（
三
五
三
）
暮
春
の
集
会
の
情
景
を
述
べ
、

後
半
部
分
に
は
、
人
生
の
は
か
な
さ
を
嘆
き
、
人
生
問
題
と
し
て
の
生
死
の
苦

悩
を
述
べ
る
が
、
梅
花
歌
序
は
前
半
の
部
分
の
語
句
の
み
を
採
用
し
、
全
体
の

要
旨
は
両
者
の
序
に
於
て
、
甚
だ
相
異
る
も
の
を
も
つ
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に

大
差
が
あ
る
。
小
島
氏
は
右
に
続
け
て
「
日
時
・
場
所
・
季
節
天
候
・
宴
の
様

子
・
執
筆
の
心
が
ま
へ
」
な
ど
の
構
成
内
容
が
初
唐
詩
序
に
基
づ
く
こ
と
を
い

い
、「
于
レ

時
」「
加
以
」「
於
レ

是
」「
若
非
」「
請
」
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
句
端
の

使
用
法
も
初
唐
詩
序
を
倣
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、「
梅
花
歌

序
」
は
語
句
の
う
え
で
は
「
蘭
亭
叙
」
を
用
い
る
も
の
の
、
全
体
の
構
成
内
容

に
つ
い
て
は
初
唐
詩
序
に
倣
っ
た
も
の
と
結
論
す
る②
。
た
し
か
に
小
島
氏
の
い

う
よ
う
に
、「
蘭
亭
叙
」
と
「
梅
花
歌
序
」
で
は
一
読
、
受
け
る
印
象
が
違
う
。

一
例
を
風
景
描
写
に
限
っ
て
見
て
み
よ
う
。

　
「
梅
花
歌
序
」
は
「
天
平
二
年
正
月
十
三
日
、
萃
二

于
帥
老
之
宅
一

、
申
二

宴
会

一

也
」
と
「
日
時
・
場
所
」
の
記
述
よ
り
始
ま
る
。
次
に
挙
げ
る
の
は
そ
れ
に

続
く
「
季
節
天
候
」
を
叙
す
る
箇
所
で
あ
る
。

于
レ

時
、
初
春
令
月
、
気
淑
風
和
。
梅
披
二

鏡
前
之
粉
一

、
蘭
薫
二

珮
後
之

香
一

。
加
以
、
曙
嶺
移
レ

雲
、
松
掛
レ

羅
而
傾
レ

蓋
、
夕
岫
結
レ

霧
、
鳥
封　ラ

レレ

穀う
す
も
の

而
迷
レ

林
。
庭
舞
二

新
蝶
一

、
空
帰
二

故
雁
一

。
於
レ

是
、
蓋
レ

天
坐
レ

地
、

促
レ

膝
飛
レ

觴
。
忘
二

言
一
室
之
裏
一

、
開
二

衿
煙
霞
之
外
一

。
淡
然
自
放
、
快

然
自
足
。
若
非
二

翰
苑
一

、
何
以
據
レ

情
。
詩
紀
二

落
梅
之
篇
一

、
古
今
夫
何

異
矣
。
宜
賦
二

園
梅
一

、
聊
成
二

短
詠
一

。

　

い
っ
ぽ
う
、「
蘭
亭
叙
」
第
二
段
に
は
次
の
よ
う
な
風
景
描
写
が
あ
る
。

此
地
有
二

崇
山
峻
嶺
、
茂
竹
脩
竹
一

。
又
有
二

清
流
激
湍
一

、
映
二

帯
左
右
一

。

「
蘭
亭
叙
」
全
体
の
な
か
で
も
風
景
描
写
と
い
え
そ
う
な
箇
所
は
こ
の
短
い
章

句
し
か
見
出
さ
れ
な
い
が
、「
此
地
」
つ
ま
り
現
前
す
る
「
蘭
亭
」
の
矚
目
の

風
景
が
対
句
構
成
に
は
あ
ま
り
頓
着
せ
ず
に
、
平
叙
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
「
梅
花
歌
序
」
に
お
い
て
は
、
典
型
的
事
象
を
対
極
化
さ
せ
た

対
句
構
成
の
な
か
で
、
現
前
す
る
時
空
で
あ
る
「
天
平
二
年
正
月
十
三
日
」

「
帥
老
之
宅
」
の
現
実
を
超
え
た
、「
初
春
令
月
」
の
核
心
的
時
空
が
展
叙
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。「
蘭
亭
叙
」
の
記
述
が
都
の
宮
殿
内
の
風
景
で
は
あ
り
え

な
い
「
今
、
こ
こ
」
の
言
表
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
梅
花
歌
序
」
の
ば
あ
い

は
、
こ
の
ま
ま
た
と
え
ば
平
城
京
の
邸
第
に
お
け
る
梅
花
宴
の
記
述
と
し
て
も

あ
て
は
ま
っ
て
し
ま
う
一
種
の
理
念
と
し
て
の
風
景
な
の
で
あ
る
。
井
村
哲
夫

氏
が
「
そ
の
描
写
す
る
と
こ
ろ
は
観
念
的
・
理
想
的
な
美
景
で
あ
る③
」
と
い
う

通
り
で
、
こ
れ
は
現
実
の
時
空
に
動
機
を
持
つ
表
現
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

中
国
の
詩
序
で
は
「
蘭
亭
叙
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
時
代
の
晉
孫
綽
「
三
日

蘭
亭
詩
序
」
に
も
次
の
よ
う
に
具
体
的
な
風
景
描
写
が
見
ら
れ
る
。
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以
二

暮
春
之
始
一

、
禊
二

于
南
㵎
之
浜
一

。
高
嶺
千
尋
、
長
湖
万
頃
。
隆
屈
澄

汪
之
勢
、
可
レ

為
レ

壮
矣
。
乃
席
二

芳
草
一

、
鏡
二

清
流
一

、
覧
二

卉
木
一

、
観
二

魚
鳥
一

。
具
レ

物
同
栄
、
資
レ

生
咸
暢
。

こ
こ
で
は
「
蘭
亭
叙
」
よ
り
い
っ
そ
う
対
句
構
成
も
整
え
ら
れ
て
お
り
、
表
現

も
具
体
化
し
て
い
る
。

　
「
梅
花
歌
序
」
の
風
景
描
写
の
観
念
性
を
い
っ
そ
う
き
わ
だ
た
せ
る
の
は
、

小
島
氏
が
構
成
内
容
の
手
本
と
し
た
と
考
え
た
初
唐
詩
序
と
の
比
較
対
照
で
あ

る
。
試
み
に
王
勃
詩
序
か
ら
「
季
節
天
候
」
を
描
写
し
た
箇
所
を
い
く
つ
か
書

き
抜
い
て
み
よ
う
。

①
向
時
朱
夏
、
俄
渉
二

素
秋
一

。
金
風
生
而
景
物
清
、
白
露
下
而
光
陰
晩
。
庭

前
柳
葉
、
纔
わ
ず
か
ニ

聴
二

蟬
鳴
一

、
野
外
蘆
花
、
行
ゆ
く
ゆ
く

看
二

漚か
も
め

上
一

。（
秋
日
宴
二

季
処
士
宅
一

序
）

②
永
淳
二
年
、
暮
春
三
月
。
遅
遅
風
景
、
出
没
媚こ
ブ

二

於
郊
原
一

、
片
片
仙
雲
、

遠
近
生
二

於
林
薄
一

。
雑
花
争
発
、
非
レ

止
二

桃
蹊
一

。
群
鳥
乱
飛
、
有
レ

踰
二

鶯
谷
一

。（
三
月
上
巳
祓
禊
序
）

③
于
レ

時
、
歳
遊
二

青
道
一

、
景
霽
二

丹
空
一

。
桃
李
明
而
野
径
春
、
藤
蘿
暗
而

山
門
古
（
春
日
序
）

④
山
川
暇
日
、
楼
雉
中
レ

天
。
白
雲
引
レ

領く
び
ヲ、
蒼
波
極
レ

目
。
視
二

煙
霞
之
浩

曠
一

、
覚
二

城
肆し

之
喧
卑
一

。
促
二

蘿
薜
於
玄
門
一

、
降
二

虹
霓
於
紫
府
一

。（
登

二

綿
州
西
北
楼
一

走
レ

筆
詩
序
）

　

た
し
か
に
「
蘭
亭
叙
」
に
比
し
て
こ
れ
ら
は
観
念
的
で
は
あ
る
。
た
と
え
ば
、

①
の
「
金
風
生
而
景
物
清
、
白
露
下
而
光
陰
晩
」
や
③
の
「
歳
遊
二

青
道
一

、
景

霽
二

丹
空
一

」
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
と
て
①
の
「
金
風
」
は
晉
張
協
「
雑
詩

十
首
・
其
三
」
に
「
金
風
扇
二

素
節
一

、
丹
霞
啓
二

陰
期
一

」、「
白
露
」
は
『
楚

辞
』
九
弁
に
「
白
露
既
下
降
二

百
草
一

兮
、
奄
た
ち
ま
ち
ニ

離
二

披
此
梧
楸
一

」
と
あ
り
、

③
の
「
青
道
」
は
立
春
・
春
分
に
お
け
る
月
の
軌
道
を
い
い
、
隋
袁
慶
「
奉
レ

和
下

御
製
月
夜
観
レ

星
示
中

百
僚
上

」
に
「
青
道
移
二

天
駟
一

、
北
極
転
二

文
昌
一

」
と

見
え
、
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
を
表
す
詩
語
で
、
し
か
も
色
対
を
構
成
す

る
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
梅
花
歌
序
」
の
「
曙
嶺
移
レ

雲
、
松
掛
レ

羅

而
傾
レ

蓋
、
夕
岫
結
レ

霧
、
鳥
封
レ

穀
而
迷
レ

林
」
と
比
較
し
て
見
る
と
「
梅
花
歌

序
」
の
表
現
が
無
季
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
次
の
よ
う
な
表
現
で
あ
る
。
①
の
「
庭
前
柳
葉
、

纔
聴
二

蟬
鳴
一

、
野
外
蘆
花
、
行
看
二

漚
上
一

」
は
初
秋
の
水
辺
で
の
作
で
あ
る
こ

と
を
示
し
、
②
の
「
遅
遅
風
景
、
出
没
媚
二

於
郊
原
一

、
片
片
仙
雲
、
遠
近
生
二

於
林
薄
一

」
は
春
景
の
描
写
で
あ
る
斉
謝
朓
「
和
二

王
著
作
八
公
山
一

」
の
「
出

没
眺
二

楼
雉
一

、
遠
近
送
二

春
目
一

」
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
三
月
上
巳
祓
禊
」
の
場

で
あ
る
こ
と
を
言
い
表
す
。
③
は
お
そ
ら
く
題
に
欠
落
が
あ
る
よ
う
で
制
作
事

情
が
分
明
で
は
な
い
が
、「
桃
李
明
而
野
径
春
、
藤
蘿
暗
而
山
門
古
」
は
作
中

の
「
王
明
府
」
の
隠
逸
風
の
風
流
な
居
処
の
さ
ま
を
描
写
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

④
の
「
視
二

煙
霞
之
浩
曠
一

、
覚
二

城
肆
之
喧
卑
一

。
促
二

蘿
薜
於
玄
門
一

、
降
二

虹
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霓
於
紫
府
一

」
も
世
俗
界
か
ら
隔
た
っ
た
「
西
北
楼
」
の
よ
う
す
を
叙
述
す
る

箇
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
王
勃
詩
序
の
風
景
描
写
は
い
っ
け
ん
観
念
的
に
見

え
る
の
だ
が
、
叙
述
さ
れ
る
事
態
が
「
今
、
こ
こ
で
」
生
起
す
る
場
で
あ
る
こ

と
を
そ
れ
ぞ
れ
が
明
示
す
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
道
坂
昭
廣
氏
の

い
う
よ
う
に
、「
初
唐
の
序
は
、
宴
の
一
回
性
、
今
現
在
の
時
間
の
有
限
に
対

す
る
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
も
の④
」
で
あ
り
、
生
活
の
不
安
定
か
ら
く
る
表
現
の

必
然
性
が
、
こ
の
よ
う
な
具
体
的
表
現
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
初
唐
に
お
い
て
は
漂
泊
の
詩
人
王
勃
に
限
ら
ず
、
宮
廷
詩
人
宋
之
問

の
詩
序
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
宴
の
場
の
具
体
的
描
写
が
認
め
ら
れ
る
。

林
園
洞
啓
、
亭
壑
幽
深
。
落
霞
帰
而
畳
レ

嶂
明
、
飛
泉
灑
而
廻
レ

潭
響
。
霊

槎
仙
石
、
徘
徊
有
二

造
化
之
姿
一

、
苔
閣
茅
軒
、
髣
髴
入
二

神
仙
之
境
一

。

（
宋
之
問
「
奉
レ

陪
二

武
姻
馬
一

宴
二

唐
郷
山
亭
一

序
」）

「
奉
陪
」
と
い
う
語
が
示
す
よ
う
に
、
序
全
体
は
皇
帝
武
則
天
の
縁
者
で
あ
る

武
攸
曁
に
関
わ
っ
て⑤
、
当
代
を
言
祝
ぐ
趣
旨
で
作
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ま
挙
げ

た
宴
の
時
空
の
描
写
に
関
し
て
は
、
さ
き
の
王
勃
と
同
じ
く
、
整
然
と
し
た
対

句
構
成
の
な
か
で
場
が
「
山
亭
」
で
あ
る
ゆ
え
ん
を
語
を
畳
ん
で
描
写
し
て
い

る
。
こ
の
ば
あ
い
も
道
坂
氏
の
い
う
よ
う
に
、「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
宴
を
特
化

し
そ
れ
を
記
録
す
る
こ
と
は
、（
中
略
）
個
別
の
宴
を
忘
れ
が
た
い
記
憶
と
し

て
印
象
づ
け
よ
う
と
す
る
意
図
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る⑥
」
の
で
あ
る
。

　
「
梅
花
歌
序
」
は
こ
の
よ
う
な
王
勃
を
は
じ
め
と
す
る
初
唐
詩
序
と
構
成
内

容
に
お
い
て
類
似
点
が
多
い
ぶ
ん
、
い
っ
そ
う
風
景
描
写
の
観
念
性
が
そ
の
特

質
と
し
て
浮
か
び
あ
が
る
の
で
あ
る
。
こ
と
は
「
梅
花
歌
序
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、

上
代
の
詩
序
全
体
に
い
え
る
の
で
あ
る
。「
梅
花
歌
序
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
の

『
懐
風
藻
』
後
期
の
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

是
日
也
、
人
乗
二

芳
夜
一

、
時
属
二

暮
春
一

。
映
レ

浦
紅
桃
、
半
落
二

軽
錦
一

、

低
レ

岸
翠
柳
、
初
払
二

長
糸
一

。（
藤
原
宇
合
「
暮
春
曲
二

宴
南
池
一　

88
」）

い
ま
当
日
の
風
景
を
叙
す
る
箇
所
を
引
い
た
。
た
し
か
に
詩
題
の
「
暮
春
」
の

景
を
描
写
す
る
が
、
こ
こ
で
も
や
は
り
「
梅
花
歌
序
」
と
お
な
じ
く
、
宴
の
行

わ
れ
た
場
で
あ
る
「
南
池
」
の
固
有
性
に
対
す
る
言
及
は
見
ら
れ
ず
、
暮
春
の

池
亭
を
描
写
す
る
と
き
の
常
套
的
表
現
が
平
明
な
四
字
句
の
対
句
に
よ
っ
て
列

ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
詩
序
に
よ
っ
て
描
出
さ
れ
る
時
空
は
、

一
種
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
、
つ
ま
り
ど
こ
で
も
あ
り
う
る
時
空
で
あ
り
つ
つ
現
実
に

は
ど
こ
に
も
な
い
き
わ
め
て
観
念
的
な
時
空
な
の
で
あ
る
。
宇
合
の
詩
序
に
つ

い
て
も
小
島
氏
に
よ
る
王
勃
詩
序
の
語
を
利
用
し
た
こ
と
の
指
摘
が
あ
る⑦
が
、

し
か
し
類
似
は
語
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
り
、
序
全
体
の
表
現
の
質
の
径
庭
は
お

の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

平
安
朝
に
は
い
っ
て
も
上
代
の
詩
序
に
見
た
表
現
の
特
性
は
引
き
続
き
認
め

ら
れ
る
。
平
安
前
期
の
完
成
さ
れ
た
典
型
的
な
例
を
ひ
と
つ
挙
げ
る
と
次
の
よ

う
で
あ
る
。

于
レ

時
、
月
明
二

於
上
一

、
桂
生
二

其
中
一

。
潤
二

金
波
之
遠
流
一

、
払
二

玉
葉
一



詩
序
の
拓
く
も
の 

一
四

詩
序
の
拓
く
も
の 

一
五

而
幽
茂
。
至
下

其
託
二

根
陰
霊
一

、
褰
中

影
清
夜
上

、
籠
二

常
娥
於
華
葉
一

、
蔭
二

顧
兔
於
枝
条
一

。

（
紀
長
谷
雄
「
八
月
十
五
夜
陪
二

菅
師
匠
望
月
亭
一

同
賦
三

桂
生
二

三
五
夕
一

」

『
本
朝
文
粋
』
巻
八
）

八
月
十
五
夜
に
菅
原
道
真
の
家
塾
菅
家
廊
下
で
行
わ
れ
た
、
李
嶠
「
月
」（
百

二
十
詠
）
の
「
桂
生
二

三
五
夕
一

」
を
句
題
と
す
る
詩
会
の
詩
序
で
あ
る
。
制
作

時
期
は
明
確
に
し
が
た
い
が
、
長
谷
雄
が
道
真
に
入
門
し
た
の
が
元
慶
元
（
八

七
七
）
年
と
考
え
ら
れ
て
お
り⑧
、
菅
家
廊
下
に
お
け
る
恒
例
の
行
事
で
あ
っ
た

八
月
十
五
夜
の
詩
会
が
父
是
善
の
死
に
よ
っ
て
「
家
忌
」（「
同
二

諸
才
子
一

、
九

月
三
十
日
、
白
菊
叢
辺
命
レ

飲
。
小
序　

126
」『
菅
家
文
草
』
巻
二
）
と
し
て
停

廃
さ
れ
た
の
が
お
そ
ら
く
は
元
慶
五
年
で
あ
る
の
で
、
こ
の
間
の
作
で
あ
る
こ

と
だ
け
は
確
定
で
き
る
。

　

い
ま
挙
げ
た
箇
所
は
た
し
か
に
句
題
の
「
桂
」
や
「
三
五
夕
」
つ
ま
り
十
五

夜
の
景
を
展
叙
し
て
い
る
の
だ
が
、「
于
レ

時
」
と
は
あ
る
も
の
の
こ
れ
は
嘱
目

の
景
の
描
写
と
は
と
う
て
い
い
い
が
た
い
。
こ
の
箇
所
の
表
現
の
特
質
は
、
句

題
と
な
っ
た
李
嶠
詩
を
倣
う
か
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
句
に
も
月
に
ま
つ
わ
る

典
故
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
十
五
夜
の
景
を
叙
す
る
に
あ

た
り
嘱
目
の
景
を
描
写
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ク
ス
ト
を

換
骨
奪
胎
す
る
こ
と
で
華
麗
な
四
六
文
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

は
も
は
や
「
菅
師
匠
望
月
亭
」
と
い
う
場
の
固
有
性
は
考
慮
さ
れ
ず
、
ひ
た
す

ら
「
桂
生
二

三
五
夕
一

」
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
み
が
追
求
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
初
唐
詩
序
と
対
比
し
て
い
う
な
ら
ば
、
一
回
性
は
そ
の
時
空
に
求
め

ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
表
現
そ
れ
自
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
上
代
詩
序
よ
り

は
い
っ
そ
う
表
現
の
自
立
性
が
き
わ
だ
つ
こ
と
と
な
る
が
、
描
写
の
対
象
自
体

よ
り
も
表
現
自
体
に
重
心
を
置
く
態
度
は
通
底
し
て
お
り
、
そ
こ
に
日
本
古
代

の
詩
序
の
特
性
で
あ
る
観
念
性
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

平
安
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、
詩
序
の
表
現
は
固
定
化
の
道
を
た
ど
る
。

佐
藤
道
生
氏
は
こ
の
時
期
の
『
本
朝
続
文
粋
』『
詩
序
集
』
な
ど
の
詩
序
を
分

析
し
て
、
同
時
期
に
確
立
し
た
定
型
的
な
句
題
詩
の
詠
法
が
詩
序
に
も
反
映
し

て
い
る
様
相
を
跡
づ
け
て
、「
詩
序
の
作
法
が
平
安
前
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、

自
由
な
形
式
か
ら
一
定
の
形
式
へ
と
緩
か
に
移
行
し
て
い
っ
た
こ
と
を⑨
」
明
ら

か
に
し
た
。
佐
藤
氏
の
分
析
は
詩
序
の
構
成
形
式
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
わ
た
し
が
述
べ
て
き
た
表
現
の
観
念
性
と
あ
い
渉
る
問
題
で
あ
る
。
つ
ま

り
佐
藤
氏
の
い
う
詩
序
に
お
け
る
表
現
の
定
式
化
の
素
地
は
、
じ
つ
は
「
自
由

な
形
式
」
で
あ
っ
た
と
い
う
平
安
前
期
、
さ
ら
に
は
遡
っ
て
上
代
の
詩
序
の
、

如
上
の
観
念
的
表
現
に
胚
胎
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
日
本
古
代
の
詩
序
の
持
つ
観
念
的
表
現
の
特
性
が
文
学
史
的
見
通
し
の
う
え

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



詩
序
の
拓
く
も
の 

一
六

詩
序
の
拓
く
も
の 

一
七

二
、
寛
平
期
の
道
真
の
詩
序

　

前
節
で
は
日
本
古
代
の
詩
序
に
お
い
て
は
、
初
唐
詩
序
と
は
対
照
的
な
観
念

的
表
現
が
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
詩
序
の
歴

史
の
な
か
で
、
寛
平
期
の
菅
原
道
真
の
詩
序
は
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
な

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
寛
平
期
の
道
真
の
詩
序
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
表
現
の

特
性
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ま
ず
寛
平
期
の
詩
序
の
な
か
で
も
っ
と
も
そ
の
特
色
が
顕
著
な
例
と
し
て
次

の
作
品
が
あ
る
。

①　

雲
林
院
者
、
昔
之
離
宮
、
今
為
二

仏
地
一

。
聖
主
玄
覧
之
次
、
不
レ

忍
レ

過
レ

門
、
成
二

功
徳
一

也
。
侍
臣
五
六
輩
、
翫
二

風
流
一

而
随
喜
、
院
主
一
両

僧
、
掃
二

苔
蘚
一

以
恭
敬
。
供
奉
無
レ

物
、
唯
花
色
与
二

鳥
声
一

。
拝
謝
有
レ

誠
、

唯
至
心
与
二

稽
首
一

而
已
。

②　

予
亦
嘗
聞
二

于
故
老
一

、
曰
上
陽
子
日
、
野
遊
厭
レ

老
。
其
事
如
何
、
其

儀
如
何
。
倚
二

松
樹
一

以
摩
レ

腰
、
習
二

風
霜
之
難
一レ

犯
也
。
和
二

菜
羹
一

而
啜

レ

口
、
期
二

気
味
之
克
調
一

也
。

③　

况
年
之
閏
月
、
一
歳
余
分
之
春
、
月
之
六
日
、
百
官
休
暇
之
景
。
今
日

之
事
、
今
日
之
為
、
豈
非
下

為
二

無
為
一

事
中

無
事
上

乎
。

④　

予
雖
二

愚
拙
一

、
久
習
二

家
風
一

、
廻
レ

輿
有
レ

時
、
走
レ

筆
無
レ

地
。
聊
挙
二

一
端
一

、
文
不
レ

加
レ

点
云
爾
。
謹
序
。

（「
扈
二

従
雲
林
院
一

、
不
レ

勝
二

感
歎
一

、
聊
叙
レ

所
レ

観
。
並
レ

序　

431
」『
菅

家
文
草
』
巻
六
）

こ
れ
は
寛
平
八
（
八
九
六
）
年
閏
正
月
六
日
に
行
わ
れ
た
宇
多
天
皇
の
雲
林
院

子
日
行
幸
に
さ
い
し
て
制
作
さ
れ
た
詩
序
で
あ
る
。
い
ま
行
論
の
都
合
上
、
段

落
を
分
か
っ
て
掲
げ
た
。
こ
の
序
は
第
一
節
で
見
た
遊
宴
の
序
と
は
す
こ
し
く

性
格
を
異
に
す
る
。
④
に
い
う
「
廻
レ

輿
有
レ

時
、
走
レ

筆
無
レ

地
」
と
は
、
行
幸

の
時
間
が
限
ら
れ
て
お
り
、「
筆
を
走
ら
す
」
こ
と
つ
ま
り
こ
の
行
幸
に
お
い

て
詩
宴
が
持
た
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
宴
が
な
か
っ
た
わ
け

で
、
厳
密
に
は
遊
宴
の
序
で
は
な
い
が
、
四
六
文
に
よ
る
詩
序
の
体
裁
は
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
整
っ
た
作
品
で
あ
る
。
な
お
本
作
は
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
（
詩
序
・

帝
道
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
他
の
詩
序
と
同
等
に
扱
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る⑩
。

　

ま
ず
①
で
雲
林
院
と
い
う
場
を
、
そ
の
来
歴
に
よ
り
「
離
宮
」
と
「
仏
地
」

と
の
重
層
性
に
お
い
て
規
定
す
る
。
そ
し
て
「
聖
主
玄
覧
」
つ
ま
り
天
皇
の
行

幸
を
「
功
徳
」
と
い
い
、
そ
れ
に
対
し
て
「
侍
臣
」
の
「
随
喜
」、「
院
主
」
の

「
恭く

敬ぎ
ょ
う

」
と
、
い
ず
れ
も
仏
教
語
を
用
い
て
、
こ
の
場
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の

行
為
を
意
味
づ
け
て
い
る
。

　

③
に
お
い
て
は
当
日
が
、
閏
正
月
で
「
余
分
之
春
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
う

え
「
仮
寧
令
」
に
規
定
さ
れ
た
「
百
官
休
暇
」
の
日
で
あ
る
こ
と
を
い
い
、
行

幸
が
行
わ
れ
た
の
が
い
か
に
も
の
ど
か
な
時
で
あ
る
と
強
調
す
る
。



詩
序
の
拓
く
も
の 

一
六

詩
序
の
拓
く
も
の 

一
七

　

こ
の
序
に
お
い
て
こ
と
に
注
目
す
べ
き
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』（
春
・
子
日
）

に
、「
倚
二

松
樹
一

以
摩
レ

腰
、
習
二

風
霜
之
難
一レ

犯
也
。
和
二

菜
羹
一

而
啜
レ

口
、
期

二

気
味
之
克
調
一

也
」
の
句
が
採
ら
れ
て
い
る
②
で
あ
る
。「
上
陽
子
日
」
と
い

う
中
国
道
教
に
起
源
を
有
す
る
も
の
の
、
日
本
に
お
い
て
始
め
ら
れ
た
独
自
の

行
事
に
つ
い
て
、
四
六
文
に
よ
っ
て
展
叙
す
る
箇
所
で
あ
る
。
中
国
に
な
い
行

事
な
の
で
中
国
の
典
故
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、

「
故
老
」
か
ら
の
聞
き
書
き
と
い
う
体
裁
で
こ
の
行
事
の
特
殊
性
を
言
表
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
上
巳
、
端
午
、
七
夕
な
ど
中
国
に
直
接
由
来
す

る
宮
廷
行
事
と
は
異
質
な
、
日
本
古
来
の
習
俗
に
中
国
の
道
教
的
要
素
を
加
味

し
て
新
た
に
宇
多
天
皇
が
創
始
し
た
風
雅⑪
の
質
を
み
ご
と
に
言
い
表
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
こ
の
序
は
、
前
節
で
見
た
日
本
古
代
の
詩
序
の
観
念
的
表
現
と

は
異
な
り
む
し
ろ
中
国
詩
序
の
あ
り
方
に
連
な
る
、
ま
さ
に
「
今
日
之
事
、
今

日
之
為わ
ざ

」
を
描
出
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
寛
平
期
の
道
真
の
詩
序
に
は
、
そ
の
場
そ
の
時
の
特
殊
性
を

表
現
す
る
作
品
が
多
い
。

観
夫
、
月
浦
蕭
蕭
、
分
二

鏡
水
一

而
繞
二

籬
下
一

、
砂
岸
爛
爛
、
縮
二

松
江
一

而

導
二

階
前
一

。

（「
九
日
後
朝
、
侍
二

朱
雀
院
一

、
同
賦
三

閑
居
楽
二

秋
水
一

、
応
二

太
上
天
皇

製
一

。
並
レ

序　

443
」『
菅
家
文
草
』
巻
六
）

寛
平
九
（
八
九
七
）
年
、
退
位
後
ま
も
な
い
宇
多
上
皇
の
院
で
あ
る
朱
雀
院
で

の
九
月
十
日
の
詩
宴
で
の
詩
序
の
中
段
の
一
節
で
あ
る
。
い
っ
け
ん
句
題
の

「
秋
水
」
を
対
句
に
よ
っ
て
平
叙
し
て
い
る
か
に
見
え
る
が
、
じ
つ
は
「
鏡

水
」
と
「
松
江
」
と
い
う
地
名
を
対
語
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
な
じ
対
語

を
用
い
た
、「
重
陽
後
朝
、
同
賦
二

秋
雁
櫓
声
来
一

、
応
レ

製
。
並
レ

序　

349
」

（『
菅
家
文
草
』
巻
五
）
の
頸
聯
「
沙
庭
感
誤
二

松
江
宿
一

、
月
砌
驚
疑
二

鏡
水

遊
一

」
を
想
起
さ
せ
る
仕
掛
け
と
な
っ
て
い
る⑫
。
こ
の
作
は
寛
平
三
（
八
九

一
）
年
、
道
真
が
蔵
人
頭
に
任
じ
ら
れ
て
最
初
の
九
日
後
朝
宴
で
の
作
で
あ
る
。

こ
れ
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
な
じ
九
日
後
朝
宴
と
い
う
時
空
に
お

け
る
過
去
と
現
在
と
の
重
ね
合
わ
せ
を
行
い
、
い
わ
ゆ
る
寛
平
の
治
に
お
け
る

道
真
の
一
貫
し
た
姿
勢
を
示
そ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
な

に
げ
な
い
表
現
の
な
か
に
、
具
体
的
な
場
と
時
と
を
暗
示
す
る
隠
微
と
も
い
え

る
表
現
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

い
ま
言
及
し
た
寛
平
三
年
九
日
後
朝
宴
の
お
り
の
詩
序
は
、
道
真
自
身
が

「
小
序
」
と
呼
ぶ
コ
ン
パ
ク
ト
な
形
式
の
作
品
で
あ
る
。

重
陽
之
後
、
翌
日
之
夕
。
秋
雁
者
月
令
之
賓
、
櫓
声
者
風
窓
之
聴
也
。

触
レ

物
而
感
、
非
レ

来
二

鏡
湖
之
波
一

、
馳
レ

心
而
思
、
只
望
二

銀
漢
之
岸
一

。

于
レ

時
、
涼
気
屢
動
、
夜
漏
頻
移
。
詩
臣
両
三
人
、
近
習
七
八
輩
。
請
各

成
レ

篇
、
以
備
言
レ

志
、
云
爾
。
謹
序
。

全
文
を
掲
げ
た
が
、
刈
り
込
ま
れ
た
詩
的
と
も
い
え
る
表
現
の
な
か
に
微
妙
な

心
の
動
き
を
描
出
し
た
作
で
あ
る
。「
詩
臣
両
三
人
、
近
習
七
八
輩
」
は
、
こ



詩
序
の
拓
く
も
の 

一
八

詩
序
の
拓
く
も
の 

一
九

の
時
期
に
宇
多
天
皇
が
行
い
始
め
た
密
宴
の
場
で
あ
る
こ
と
を
言
い
表
す⑬
。
さ

ら
に
は
「
触
レ

物
而
感
」
や
「
馳
レ

心
而
思
」
と
い
う
表
現
は
、「
詩
臣
」
の
そ

の
時
そ
の
場
に
お
け
る
行
為
の
必
然
を
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

ほ
か
に
も
寛
平
七
（
八
九
五
）
年
春
の
作
と
考
え
ら
れ
る
「
春
、
惜
二

桜
花
一

、

応
レ

製
一
首　

384
」（『
菅
家
文
草
』
巻
五
）
の
詩
序
も
特
殊
な
作
品
で
、
宇
多

天
皇
に
対
す
る
諫
言
を
も
内
包
し
て
い
る
。
も
っ
て
寛
平
期
に
お
け
る
道
真
の

詩
序
の
特
殊
性
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
の
事
由
と
し
て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ

と
は
、
寛
平
の
治
の
輔
翼
と
し
て
宇
多
天
皇
に
近
侍
す
る
「
詩
臣
」
と
い
う
立

場
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
る
点
で
あ
る
。
巻
一
巻
二
の
貞
観
・
元
慶
期

に
お
け
る
少
壮
官
吏
の
時
期
の
詩
序
が
お
う
お
う
に
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
日
本

古
代
の
詩
序
と
ひ
と
し
く
観
念
的
表
現
を
持
つ
こ
と
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
証
さ

れ
よ
う
。
し
か
し
「
詩
臣
」
と
し
て
の
当
為
が
い
か
に
し
て
詩
序
の
一
回
的
・

具
体
的
表
現
を
選
択
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
の
道

真
の
詩
序
に
現
れ
る
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
そ
の
志
向
を
解
明
す
る
手
掛
か
り

と
な
ろ
う
。

一
事
一
物
、
儀
在
二

其
中
一

、
時
却
時
前
、
礼
治
二

其
外
一

。
臣
等
職
為
二

侍

中
一

、
業
書
二

君
挙
一

。
恐
不
二

得
レ

意
知
一レ

理
者
、
謂
我
后き
み

偏
専
二

内
寵
一

。

故
聊
仮
二

文
章
一

以
備
二

史
記
一

、
云
爾
。
謹
序
。

（「
早
春
、
観
レ

賜
二

宴
宮
人
一

、
同
賦
二

催
粧
一

、
応
レ

製
。
並
レ

序　

365
」『
菅

家
文
草
』
巻
五
）

寛
平
五
（
八
九
三
）
年
正
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
「
密
宴
」（『
日
本
紀
略
』）

の
さ
ま
を
濃
密
な
筆
致
で
描
出
し
た
詩
序
の
終
段
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、

省
略
し
た
前
段
ま
で
の
詳
細
な
描
写
に
つ
い
て
、
内
教
坊
妓
女
の
歌
舞
の
さ
ま

を
「
一
事
一
物
」、
宮
中
の
女
官
の
立
ち
居
振
る
舞
い
を
「
時
却
時
前
」
と
そ

れ
ぞ
れ
と
ら
え
か
え
し
、
そ
れ
ら
が
「
儀
・
礼
」
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
。「
君
挙
を
書
す
」
と
は
、『
漢
書
』（
芸
文
志
・
六
芸
略
・
春
秋
）
に

「
古
之
王
者
、
世
有
二

史
官
一

。
君
挙
必
書
。
所
下

以
慎
二

言
行
一

、
昭
中

法
式
上

也
。

左
史
記
レ

言
、
右
史
記
レ

事
。
事
為
二

春
秋
一

、
言
為
二

尚
書
一

」
と
あ
る
よ
う
に
、

史
官
の
理
想
的
な
態
度
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
君
側
の
礼
儀
に
か
な
っ
た
行
為

の
詳
細
を
記
す
こ
と
が
、「
君
挙
を
書
す
る
」
こ
と
を
「
業
」
と
す
る
近
臣
た

る
「
侍
中
」
蔵
人
の
役
目
だ
と
い
う
自
負
が
そ
こ
に
は
存
す
る
。
宇
多
天
皇
の

女
官
に
宴
を
賜
る
行
為
を
「
内
寵
を
専
ら
に
す
」
と
考
え
る
無
理
解
な
者
の
誤

解
を
解
く
た
め
に
、「
聊
か
文
章
を
仮
り
て
以
て
史
記
に
備
う
」
と
あ
る
よ
う

に
こ
の
序
文
を
国
史
の
た
め
の
記
録
と
し
て
書
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

同
様
の
詩
序
の
効
用
に
つ
い
て
の
意
識
は
、
前
掲
雲
林
院
行
幸
の
詩
序
の
④

に
「
予
雖
二

愚
拙
一

、
久
習
二

家
風
一

、（
中
略
）
聊
挙
二

一
端
一

、
文
不
レ

加
レ

点
」

と
も
見
ら
れ
た
。
こ
こ
で
も
こ
と
の
「
一
端
」
を
記
す
の
は
、
紀
伝
道
の
「
家

風
」
を
習
う
自
分
の
務
め
だ
と
い
う
意
識
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

紀
伝
道
の
正
統
的
な
後
継
者
を
自
認
す
る
道
真
に
と
っ
て
、
自
己
の
歌
詩
作

品
は
詠
作
の
場
に
お
い
て
の
み
有
効
な
も
の
な
の
で
は
な
く
、
そ
の
場
そ
の
時



詩
序
の
拓
く
も
の 

一
八

詩
序
の
拓
く
も
の 

一
九

の
記
録
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

元
慶
七
（
八
八
三
）
年
、
渤
海
国
使
と
の
贈
答
詩
群
を
巻
軸
に
ま
と
め
た
さ

い
の
詩
序
、「
鴻
臚
贈
答
詩
序　

555
」（『
菅
家
文
草
』
巻
七
）
が
、「
嗟
乎
、
文

人
相
軽
、
待
二

証
来
哲
一

而
已
」
と
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
同
様
の
意
識
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
魏
文
帝
「
典
論
・
論
文
」（『
文
選
』
巻
五
十
二
）
を
換
骨
奪

胎
し
た
「
文
人
相
軽
」
が
当
時
の
文
人
社
会
の
状
況
、
道
真
を
代
表
と
す
る

「
詩
人
」
派
と
「
詩
人
無
用
」
を
標
榜
す
る
「
儒
家
」
派
と
の
反
目
を
示
す
言

辞
で
あ
る
こ
と
は
、
つ
と
に
後
藤
昭
雄
氏
に
よ
っ
て
縷
説
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る⑭
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
自
己
の
行
為
を
記
録
す
る
こ
と
で
、「
来

哲
」
つ
ま
り
将
来
の
賢
者
に
自
己
の
正
当
性
に
つ
い
て
の
歴
史
的
判
断
を
仰
ぐ

姿
勢
を
示
す
の
で
あ
る
。「
証
を
来
哲
に
待
つ
」
態
度
は
、
梁
沈
約
「
宋
書
謝

霊
運
伝
論
」（『
文
選
』
巻
五
十
）
の
文
末
に
も
「
此
言
非
レ

謬
。
如も
し

曰
レ

不
レ

然
、

請
待
二

来
哲
一

」
と
見
え
る
よ
う
に
、
自
己
の
記
述
の
正
当
性
を
い
う
ば
あ
い
の

史
官
に
共
通
の
結
語
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
自
己
の
歌
詩
作
品
を
歴
史
の
記
録

と
し
て
と
ど
め
る
志
向
が
道
真
に
は
あ
っ
た
。
そ
れ
が
寛
平
期
に
お
い
て
は
詩

序
が
明
確
に
そ
の
場
そ
の
時
の
記
録
と
し
て
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
る
の
で

あ
る
。

三
、
史
と
し
て
の
詩

　

道
真
が
自
己
の
作
品
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
か
を
端
的
に
知
る
こ
と
の

で
き
る
文
章
が
あ
る
。
昌
泰
三
（
九
〇
〇
）
年
八
月
十
六
日
、
自
己
の
詩
文
を

十
二
巻
に
編
定
し
て
、
祖
父
清
公
の
『
菅
家
集
』
六
巻
、
父
是
善
の
『
菅
相
公

集
』
十
巻
を
添
え
て
、
つ
ご
う
二
十
八
巻
を
醍
醐
天
皇
に
献
上
し
た
、
そ
の
お

り
道
真
自
身
が
書
い
た
「
献
二

家
集
一

状　

674
」（
増
補
本
『
菅
家
後
集
』）
が
さ

い
わ
い
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
自
己
の
主
だ
っ
た
制
作
活
動
を
取

り
ま
と
め
た
か
た
ち
で
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

今
之
所
レ

集
、
多
是
仁
和
年
中
、
讃
州
客
意
、
寛
平
以
降
、
応
制
雑
詠
而

已
。
客
意
者
以
叙
二

微
臣
失
一レ

道
也
。
応
制
者
以
遇
二

天
子
之
好
一レ

文
也
。

触
レ

物
之
感
、
不
レ

覚
滋
多
。
詩
人
之
興
、
推
而
可
レ

量
。

こ
こ
で
道
真
は
そ
れ
ま
で
の
自
己
の
文
業
を
二
群
に
分
か
ち
対
句
に
よ
っ
て
述

べ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
仁
和
年
中
讃
州
客
意
」
と
「
寛
平
以
降
応
制
雑
詠
」
と

で
あ
る
。
前
者
は
『
菅
家
文
草
』
巻
三
巻
四
に
相
当
し
、
後
者
は
巻
五
巻
六
に

当
た
る
こ
と
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
道
真
に
と
っ
て
詩
と
は
、

「
客
意
」「
応
制
」
ふ
た
つ
な
が
ら
そ
の
場
そ
の
時
の
事
物
に
触
発
さ
れ
て
、
湧

き
起
こ
る
お
り
お
り
の
「
感
興
」
を
し
る
し
と
ど
め
た
も
の
だ
と
い
う
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
詩
と
は
詩
人
が
お
り
お
り
の
現
実
と
切
り
結
ん
だ
所
産
な
の
で
あ

っ
て
、
け
っ
し
て
観
念
の
所
為
な
ど
で
は
な
い
こ
と
を
言
明
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
讃
岐
守
時
代
、
仁
和
三
（
八
八
七
）
年
春
の
雑
言
古

詩
「
路
遇
二

白
頭
翁
一　

221
」（『
菅
家
文
草
』
巻
三
）
の
次
の
結
尾
を
読
む
と
き
、



詩
序
の
拓
く
も
の 

二
〇

詩
序
の
拓
く
も
の 

二
一

お
の
ず
か
ら
従
来
と
は
異
な
っ
た
理
解
が
得
ら
れ
よ
う
。

欲
レ

学
二

奔
波
一

身
最
嬾
、
将
レ

随
二

臥
聴
一

年
未
レ

衰
。
自
余
政
理
難
レ

無
レ

変
、

奔
波
之
間
我
詠
レ

詩
。

「
奔
波
」
と
は
元
慶
の
讃
岐
介
で
あ
っ
た
安
倍
興
行
が
領
内
巡
視
に
駆
け
め
ぐ

っ
た
こ
と
、
ま
た
「
臥
聴
」
と
は
前
任
の
讃
岐
守
、
良
吏
で
名
高
い
藤
原
保
則

が
特
別
の
苦
労
を
し
な
い
か
の
ご
と
く
善
政
を
布
い
た
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
い
う
。

し
か
し
道
真
に
と
っ
て
は
い
ず
れ
も
倣
い
が
た
い
方
法
で
あ
り
、
か
れ
自
身
は

領
内
巡
視
の
あ
い
だ
に
詩
を
詠
じ
る
こ
と
を
自
己
の
任
と
す
る
と
い
う
の
で
あ

る
。
川
口
久
雄
氏
が
こ
の
結
句
に
つ
い
て
、
こ
の
長
詩
の
結
句
と
し
て
は
「
重

量
と
緊
張
と
に
欠
け
る⑮
」
と
注
す
る
よ
う
に
、
ふ
つ
う
に
読
む
と
そ
こ
ま
で
の

国
司
の
任
に
つ
い
て
の
高
揚
し
た
言
辞
と
は
落
差
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
、
い

さ
さ
か
は
ぐ
ら
か
さ
れ
た
印
象
を
受
け
る
結
句
で
は
あ
る
。
し
か
し
わ
た
し
は

こ
こ
に
道
真
の
国
司
と
し
て
の
決
意
を
読
み
と
る
。
つ
ま
り
巡
視
の
あ
い
だ
に

詠
む
詩
に
よ
っ
て
、
政
情
を
克
明
に
記
録
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
紀
伝
の
家
に
生

ま
れ
た
詩
人
道
真
の
な
し
う
る
国
司
と
し
て
の
独
自
性
だ
と
の
認
識
が
存
す
る

と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

詩
が
と
り
も
な
お
さ
ず
史
た
り
う
る
と
の
発
想
は
、『
菅
家
文
草
』
の
い
た

る
と
こ
ろ
に
見
て
と
れ
る
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

元
慶
三
年
孟
冬
八
日
、
大
極
殿
成
畢
、
王
公
会
賀
之
詩
。（『
菅
家
文
草
』

巻
二　

84
）

右
は
詩
題
の
み
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
ま
ま
国
史
の
記
事
と

し
て
も
違
和
感
の
な
い
文
章
で
あ
る
。
げ
ん
に
『
三
代
実
録
』
の
当
該
箇
所
に

は
次
の
記
事
を
見
る
。

八
日
甲
子
。
大
極
殿
成
。
右
大
臣
設
二

宴
於
朝
堂
院
含
章
堂
一

。
釁
落
也
。

（
中
略
）
親
王
公
卿
百
寮
群
臣
畢
会
、
喚
二

大
学
文
章
生
等
一

、
令
レ

賦
レ

詩
。

つ
ま
り
『
菅
家
文
草
』
の
い
ち
い
ち
の
詩
題
は
国
史
の
記
事
に
類
比
さ
れ
う
る
。

し
か
し
じ
っ
さ
い
の
国
史
に
は
「
令
レ

賦
レ

詩
」
と
あ
る
の
み
で
、
詩
の
記
載
は

も
ち
ろ
ん
な
い
。
し
た
が
っ
て
そ
の
お
り
の
「
百
寮
群
臣
」
の
賀
の
思
い
は

『
菅
家
文
草
』
の
類
比
さ
れ
た
詩
題
を
持
つ
歌
詩
作
品
を
読
む
こ
と
で
し
か
理

解
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
『
菅
家
文
草
』
の
作
品
群
は

国
史
を
補
完
し
、
記
事
を
受
肉
化
さ
せ
る
補
注
的
機
能
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

　

坂
本
太
郎
氏
は
、『
三
代
実
録
』
に
道
真
自
身
の
文
章
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と

が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
国
史
に
自
己
を
表
す
こ
と
に
対
す
る
道
真

の
「
驚
く
べ
く
謙
抑
」
の
態
度
を
見
る⑯
。
し
か
し
わ
た
し
は
『
三
代
実
録
』
奏

上
を
翌
年
に
控
え
た
、
昌
泰
三
年
と
い
う
時
期
に
『
菅
家
文
草
』
を
醍
醐
天
皇

に
献
上
し
た
こ
と
か
ら
、『
菅
家
文
草
』
は
『
三
代
実
録
』
の
補
注
と
し
て
あ

ら
し
め
よ
う
と
志
向
さ
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
道
真
は
『
三

代
実
録
』
の
紀
文
は
紀
文
と
し
て
の
簡
潔
な
体
例
を
保
ち
つ
つ
、『
菅
家
文

草
』
所
載
の
作
品
に
よ
っ
て
簡
潔
な
紀
文
を
具
体
化
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
の



詩
序
の
拓
く
も
の 

二
〇

詩
序
の
拓
く
も
の 

二
一

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

道
真
の
寛
平
期
に
お
け
る
詩
序
の
表
現
が
具
体
性
・
一
回
性
を
持
つ
こ
と
か

ら
、
詩
人
道
真
に
と
っ
て
、
詩
が
と
り
も
な
お
さ
ず
生
き
ら
れ
た
史
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
史
の
集
積
体
と
し
て
編
ま
れ
た
『
菅
家
文

草
』
は
、
同
時
期
を
扱
う
国
史
『
三
代
実
録
』
の
記
事
を
受
肉
化
す
る
補
注
と

し
て
構
想
さ
れ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注①　

後
藤
昭
雄
氏
「
菅
原
道
真
と
白
居
易―

詩
の
注
記
と
『
菅
家
文
草
』
の
編
纂―

」

『
白
居
易
研
究
講
座　

三
』
勉
誠
出
版
、
一
九
九
三
年
。

②　

小
島
憲
之
氏
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学　

中
』
塙
書
房
、
一
九
六
四
年
、
一

一
五
四
頁
〜
一
一
五
七
頁
。

③　

井
村
哲
夫
氏
『
憶
良
・
虫
麻
呂
と
天
平
歌
壇
』
翰
林
書
房
、
一
九
九
七
年
、
一
七

一
頁
。

④　

道
坂
昭
廣
氏
「
初
唐
の
「
序
」
に
つ
い
て
」「
中
国
文
学
報
」
五
四
、
一
九
九
七
年
。

⑤　

陶
敏
氏
・
易
淑
瓊
氏
校
注
『
沈
佺
期
宋
之
問
集
校
注
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
一
年
、

六
七
六
頁
。

⑥　

前
掲
注
④
。

⑦　

小
島
憲
之
氏
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学　

下
』
塙
書
房
、
一
九
六
五
年
、
一

三
一
五
頁
〜
一
三
一
六
頁
。

⑧　

後
藤
昭
雄
氏
『
平
安
朝
文
人
志
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
、
一
四
九
頁
。

⑨　

佐
藤
道
生
氏
『
平
安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
、
一

九
〇
頁
。

⑩　

こ
の
詩
序
に
つ
い
て
は
、
近
刊
の
別
稿
「
宇
多
天
皇
雲
林
院
子
日
行
幸
と
菅
原
道

真
」『
説
話
論
集　

第
十
四
集
』
清
文
堂
で
詳
論
し
た
。
か
た
が
た
参
看
を
請
う
。

⑪　

宇
多
天
皇
に
よ
る
宮
廷
年
中
行
事
の
日
本
化
に
つ
い
て
は
、
山
中
裕
氏
『
平
安
朝

の
年
中
行
事
』
塙
書
房
、
一
九
七
二
年
、
五
七
頁
〜
六
六
頁
を
参
照
。

⑫　

谷
口
孝
介
「
古
今
集
へ
の
道―

宇
多
院
と
菅
原
道
真―

」『
和
漢
比
較
文
学
叢
書  

一
一　

古
今
集
と
漢
文
学
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
。

⑬　

波
戸
岡
旭
氏
「
菅
原
道
真
「
九
月
十
日
」
の
詩
に
つ
い
て
」「
漢
文
学
会
会
報
」

三
五
、
一
九
八
九
年
。

⑭　

後
藤
昭
雄
氏
『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』
お
う
ふ
う
、
一
九
八
一
年
、
九
一
頁
。

⑮　

川
口
久
雄
氏
『
日
本
古
典
文
学
大
系　

七
二　

菅
家
文
草 

菅
家
後
集
』
岩
波
書

店
、
一
九
六
六
年
、
六
八
五
頁
。

⑯　

坂
本
太
郎
氏
『
坂
本
太
郎
著
作
集　

三　

六
国
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
、

二
八
三
頁
。

付
記　

本
稿
は
、
和
漢
比
較
文
学
会
第
二
十
一
回
大
会
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
菅
原

道
真
の
文
学
世
界
」（
二
〇
〇
二
年
九
月
二
十
九
日
、
太
宰
府
天
満
宮
）
に
お
け

る
パ
ネ
ラ
ー
報
告
に
基
づ
い
て
い
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
準
備
の
段
階
か
ら
な
に
か

と
お
世
話
い
た
だ
い
た
本
間
洋
一
氏
、
司
会
の
労
を
お
取
り
く
だ
さ
っ
た
藤
原
克

己
氏
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
　

な
お
本
稿
は
、
平
成
十
五
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ｃ

「
日
本
古
典
和
歌
に
お
け
る
中
国
文
学
受
容
に
つ
い
て
の
通
時
的
研
究
」（
研
究
代

表
者
、
芳
賀
紀
雄
筑
波
大
学
教
授
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


